
公益財団法人日本サッカー協会と
千葉市との包括連携協定締結式



⚫ トレーニング機能

天然芝・人工芝ピッチ、フットサルアリーナ、
ビーチサッカーピッチの提供

⚫ インテリジェンス機能

専門知識やノウハウの活用

⚫ 地域への発信・交流機能

体験プログラム・社会貢献活動の実施

⚫ 福祉、こども、教育、スポーツ、経済
など多様な施策と連携

⚫ 多様な主体（市民、企業等）との
総合調整

⚫ 各種媒体による情報発信

１ 連携の意義

JFA夢フィールドは、市民がサッカーをはじめとしたスポーツに触れ合う拠点であることに加え、

幕張新都心において新たな価値を生み出す拠点として期待される。

日本サッカー協会と本市が有する資源を掛け合わせ、新たな価値を生み出すことによって、

日本サッカー協会が目指す「サッカーを通じた社会の発展への貢献」や本市が目指す「みん

なが輝く 都市と自然が織りなす・千葉市」の実現に繋がると考えられることから、包括的に

連携し取組みを進める。
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２ 連携事項一覧
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（１）スポーツの普及・振興に関すること

（２）インクルーシブな健康づくりの推進に関すること

（３）未来につながる人材育成や学習機会の創出に関すること

（４）幕張新都心をはじめとした千葉市のまちづくりや交流に関すること

（５）地域経済活性化や環境保全に関すること

（６）その他の本協定の目的達成に資すること



３ 連携事項の内容

サッカーをはじめとしたスポーツを楽しむ機会のさらなる充実を図るため、施設の周知や

イベントの開催などJFA夢フィールドの活用を進める。

⚫ サッカーをはじめとしたスポーツを楽しむ機会の提供

JFA夢フィールドの利用に関する情報発信を充実させるとともに、

各種プログラムの実施等を通じて、さらに多くの市民がスポーツ

を楽しむ機会を提供

✓ 協定締結後、速やかに市のHP等で情報発信

✓ 令和６年春頃、JFA夢フィールドでのスポーツイベントの
開催を予定
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（１）スポーツの普及・振興に関すること

主な取組み

JFA夢フィールドでの
サッカーイベントの様子



３ 連携事項の内容
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⚫ アーバンスポーツ普及の場づくり

JFA夢フィールドにあるイベント広場をスケートボード初心者向けの練習場所などとしても活用で

きるよう環境を整備

✓ 関係者でルールや必要な備品等を検討・実施

スケートボード体験の様子（イメージ）駐車場の一角を
イベント広場として活用
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３ 連携事項の内容

誰もが健康で活躍できる社会を構築するため、性別・年齢・障害の有無等に関わらず

参加できる運動や健康づくりの機会を提供する。

5

（２）インクルーシブな健康づくりの推進に関すること

⚫ ウォーキングフットボールの普及

日本サッカー協会が開催するウォーキングフットボール

イベントに対する市からの情報発信等支援

✓ 協定締結後、速やかに市のHP等で情報発信

主な取組み

ウォーキングフットボールイベントの様子

⚫ 日本サッカー協会と市立病院の連携による健康づくりの機会の創出

JFA夢フィールドや市立病院で、両者のノウハウを掛け合わせた健康づくり研修等の実施

（調整中）
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３ 連携事項の内容
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⚫ 就業者向けの健康づくり・交流の促進

JFA夢フィールドを活用し、幕張新都心をはじめとした就業者の健康づくりや交流の促進

✓ 令和６年１月１０日（水）に交流会開催予定

日 時
令和６年１月１０日（水）

１８：３０～２０：００

場 所 ＪＦＡ夢フィールド フットサルアリーナ

目 的
• 運動を通じた健康づくりとともに、同じエリアで働く人々の交流を促進する。

• JFA夢フィールドという地域の貴重な資源を認知とさらなる活用を促進する。

対象者 幕張新都心まちづくり協議会会員企業の就業者（４０名程度を予定）

内 容 ウォーキングフットボール、フリスビーサッカーなど

 

フットサルアリーナ 内観
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３ 連携事項の内容

子どもたちの学びの機会や地域課題解決に向けた人材育成の充実のため、日本サッ

カー協会が有するノウハウや経験を踏まえた学習プログラムを実施することで、地域社

会の将来を担うひとづくりを進める。
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（３）未来につながる人材育成や学習機会の創出に関すること

⚫ 小中学生に対するスポーツを通じた職業・国際理解等を深める場の創出

日本サッカー協会の多様なスタッフの知見（国際経験豊かなスタッフや、道具整備のプロ

フェッショナルなど）を活かしたキャリア教育をはじめとした学びの機会の創出

主な取組み



日 時 令和５年１０月３１日（水）

場 所 千葉市立犢橋小学校

対 象 者 ６年生児童４９名

内 容

サッカーに関わる仕事の話や、将来希望する

職業に就くためには何が必要か等のキャリア教育

に関する授業

講 師
公益財団法人日本サッカー協会フットボール本部

プロジェクトマネージャー

結 果
サッカーに関わる仕事が、選手だけでなくシェフやカメラマン等多岐にわたる

ことや学び続けることの重要性などを児童が理解
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３ 連携事項の内容

トライアル事業の概要

✓ トライアル事業の結果を踏まえ今後の実施方法を検討



３ 連携事項の内容
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⚫ 部活動地域移行を見据えた指導者に対するコーチング理論等の研修開催

日本サッカー協会が行っている指導者研修のノウハウを活用し、部活動地域移行実証実験

にて、指導者講習会を実施

✓ 令和６年度実施予定

⚫ 日本サッカー協会が有する各種プログラムを活かした市職員への研修

日本サッカー協会の障害の有無に関わらず一緒に楽しめるスポーツプログラムや子どもへの

接し方に係る研修プログラムなどを活かした市職員研修を実施

✓ 令和７年度実施予定

研修イメージ
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⚫ 就業者向けの健康づくり・交流の促進 【再掲】

⚫ 幕張豊砂エリアにおけるウォーカブルなまちづくりの推進

車中心から「ひと中心」の空間への転換、幕張新都心全体の回遊促進等のため、引き続き

両者も協議会構成員の一員として社会実験等の取組みを検討・実施（継続）

⚫ 海辺の活性化

幕張海浜公園や海辺を活用した賑わいづくり等の継続した検討

３ 連携事項の内容

幕張新都心をはじめ千葉市で活躍する様々な主体の交流機会の創出や、公共空

間の活用等を通じた各エリアの活性化や賑わい向上を進める。
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（４）幕張新都心をはじめとした千葉市のまちづくりや交流に関すること

主な取組み



日 時 令和５年８月５日(土)

内 容 JFA夢フィールド内に観覧席や休憩所を設置するほか、子どもたちに遊び場を提供

効 果
芝生の上から花火を見ることができる開放感に加え、子どもたちに遊び場を提供するなどの

サービスを提供し花火大会の価値を向上

３ 連携事項の内容

経済・環境分野において、両者で活用可能な資源やノウハウを提供し合うことで、

取組み内容の充実を図り、まちや施設の魅力を高める。
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（５）地域経済活性化や環境保全に関すること

主な取組み

✓ 今年度の実施概要
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⚫ 幕張ビーチ花火フェスタの振興

JFA夢フィールド内に引き続き観覧席を設置すると

ともに、来場者サービスを向上
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⚫ 気候変動への適応意識の醸成

気温や湿度が高い日の運動は、熱中症に対して十分に注意する必要があるため、安全に

スポーツを楽しむための熱中症対策を啓発

✓ 令和６年夏頃、JFA夢フィールドで熱中症対策セミナーを開催予定

✓ 市の広報媒体を用いて、日本サッカー協会の熱中症対策に関する講習を周知予定
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３ 連携事項の内容




